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実行委員会のみなさん。

サイコロトーク「なにがでるかな？」

　

会
場
に
は
、式
が
始
ま
る
30
分
ほ
ど

前
か
ら
、家
族
の
車
や
友
人
な
ど
と
の

乗
り
合
い
の
車
で
次
々
と
新
成
人
が

集
り
、会
場
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
玄
関
で

旧
友
を
待
っ
た
り
、会
場
ロ
ビ
ー
で
久

し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
ん
だ
り
、新
成
人

と
な
っ
た
若
者
の
晴
れ
や
か
な
笑
顔

が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
、華
や
い

だ
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。

◇

　

成
人
式
は
、平
成
19
年
か
ら
市
内
全

域
の
成
人
者
が
一
堂
に
会
し
、一
会
場

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。式
の
企
画
・

運
営
は
、新
成
人
等
が
実
行
委
員
会
を

組
織
し
て
行
っ
て
い
て
、今
年
の
実
行

沖縄県西表島から参加の渡部敦さん（右側）。沖縄県西表島から参加の渡部敦さん（右側）。

委
員
会
は
９
人
が
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、

会
議
を
重
ね
て
準
備
に
当
た
っ
て
き

ま
し
た
。式
で
の
司
会
進
行
や
会
場
設

営
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
の
恩
師
か
ら

の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
や
サ
イ
コ
ロ
ト
ー

ク
な
ど
、今
年
は「
挑
戦
〜Road To 

M
yself

〜
」を
テ
ー
マ
に
実
行
委
員
会

の
手
作
り
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、当
日
は
高
校
生
で
構
成
さ
れ

る
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー

が
運
営
に
協
力
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、大
谷
範
雄
市
長
が

「
大
い
な
る
夢
と
何
事
に
も
果
敢

に
挑
戦
す
る
勇
気
と
豊
か
な
心

を
原
動
力
に
、持
て
る
力
を
思
う

存
分
発
揮
し
、社
会
の
第
一
線
で

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
」

な
ど
と
あ
い
さ
つ
。ま
た
、成
人

者
を
代
表
し
て
、成
人
式
実
行
委

員
長
の
齋
藤
由
樹
さ
ん
が「
一
人

の
大
人
と
し
て
、日
頃
の
言
動
を

始
め
様
々
な
面
に
お
い
て
、成
人

者
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
前

を
向
い
て
歩
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」と
成
人
者
と
し
て
の

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

人人

　

１
月
10
日
の
「
成
人
の
日
」
に
先
立
ち
９
日
、
城
山
の
凮
月
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

で
、
平
成
23
年
那
須
烏
山
市
成
人
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
新
成
人
は
平
成
２

年
と
平
成
３
年
生
ま
れ
の
一
部
で
、
当
日
は
308
人
の
新
成
人
が
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ
や

羽
織
袴
、
艶
や
か
な
振
り
袖
姿
で
出
席
。
小･

中
学
校
の
恩
師
や
市
関
係
者
な
ど
か
ら
多

く
の
祝
福
を
受
け
、
20
歳
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

未
来
に
は
ば
た
け
新
成
人

◇

　

式
典
に
続
い
て
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
、各
中
学
校
時
代
の
担

任
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
を
上
映
。懐

か
し
い
恩
師
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
現
れ

る
と
会
場
は
歓
声
や
笑
い
が
起
こ
り

な
が
ら
も
、恩
師
か
ら
の
お
祝
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。そ
の
後
は
、サ
イ
コ
ロ
を
振
っ
て

出
た
テ
ー
マ
を
話
す「
サ
イ
コ
ロ
ト
ー

ク
」が
行
わ
れ
、「
挑
戦
」と
い
う
テ
ー

マ
が
出
た
旧
境
中
学
校
卒
業
の
佐
藤

菜
乙
美
さ
ん
が「
デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ
た

め
に
専
門
学
校
に
進
ん
で
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
」と
話
す
と
、会
場
か
ら
は

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
後
は
学
校
ご
と

に
記
念
写
真
の
撮
影
が
行
わ
れ
、約
２

時
間
に
及
ぶ
式
は
終
了
し
ま
し
た
。会

場
内
外
で
は
恩
師
や
友
人
と
の
記
念

写
真
の
撮
影
や
連
絡
先
の
交
換
な
ど
、

時
間
が
過
ぎ
る
の
を
惜
し
み
な
が
ら

盛
ん
に
旧
交
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。今
後
ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

あいさつする齋藤さん。

ゆ  

き

な
お
み
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■平成２年（1990）の出来事
○世の中
・ 礼宮さま紀子さま結婚の儀
・ 統一ドイツ誕生
○市の出来事
（旧南那須町）
・ 下江川中学校新校舎完成
・ アイスランド共和国から女性大統
 領訪問
（旧烏山町）
・ 東小学校開校
・ 那須南病院開院
・ 大桶運動公園開設

■平成３年（1991）の出来事
○世の中
・ 湾岸戦争勃発
・ 大相撲「若貴」ブーム
○市の出来事
（旧南那須町）
・ 米国メノモニー市と姉妹都市提携
・ 下水道事業スタート
（旧烏山町）
・ 山あげ会館オープン
・ 向田小学校新校舎完成

みんなが生れた年は
　　　こんな年でした

挑戦する勇気と
豊かな心を原動力に！

リーダースクラブのみなさん。リーダースクラブのみなさん。リーダースクラブのみなさん。
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○
一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
と
も
２
億
878
万
６
千
円
を
増
額

し
て
130
億
３
１
１
７
万
１
千
円
と
し
ま
し

た
。

　

主
な
内
容
は
、緊
急
経
済
対
策
第
２
次
計

画
書
に
基
づ
く
も
の
で
、計
画
内
の
き
め
細

や
か
な
交
付
金
事
業
に
関
す
る
も
の
は
、地

域
活
性
化
等
対
策
と
し
て
多
機
能
型
福
祉
施

設
整
備
事
業
の
旧
向
田
小
学
校
改
修
事
業
、

道
の
駅
施
設
整
備
計
画
策
定
事
業
の
実
現
に

向
け
て
の
調
査
及
び
整
備
方
策
策
定
事
業
に

係
る
財
源
振
替
、環
境
支
援
対
策
と
し
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
対
策
事
業
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

設
置
事
業
、安
全
・
安
心
対
策
と
し
て
七
合
小

学
校
体
育
館
の
耐
震
診
断
及
び
設
計
業
務
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
施
設
勘
定
）の
診
療

所
医
療
消
耗
器
材
購
入
事
業
へ
の
繰
出
金
、

地
元
企
業
・
商
店
等
支
援
対
策
と
し
て
那
須

烏
山
商
工
会
が
発
行
す
る
商
品
券
へ
の
補
助

第 1 回 市 議 会

　

平
成
23
年
第
１
回
那
須
烏
山
市
議
会
１
月
臨
時
会
が
１
月
31
日
に
開
か
れ
、平
成
22
年
度
補
正
予
算

や
専
決
処
分
の
承
認
な
ど
３
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、報
告
３
件
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。詳
し
く
は
議
会
事
務
局（
☎
０
２
８
７―

88―

７
１
１
４
）ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
22
年
度
補
正
予
算
内
容 平

成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
3
議
案
を
可
決

緊
急
経
済
対
策
第
２
次
計
画
を
実
施

金
、農
林
漁
業
等
支
援
対
策
と
し
て
農
業
公

社
生
産
体
制
強
化
事
業
、農
林
水
産
特
産
物

開
発
事
業
、都
市
農
村
交
流
施
設
運
営
事
業
、

市
公
共
事
業
の
拡
大
と
し
て
サ
ン
ラ
イ
ズ
国

見
及
び
龍
門
の
滝
周
辺
施
設
改
修
事
業
、荒

川
小
学
校
と
境
小
学
校
の
施
設
環
境
整
備
事

業
、旧
野
上
小
学
校
体
育
館
周
辺
整
備
及
び

緑
地
公
園
運
動
公
園
管
理
整
備
事
業
で
す
。

ま
た
、住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金
事

業
に
関
す
る
も
の
は
、学
校
教
育
支
援
対
策

と
し
て
学
校
教
育
環
境
の
充
実
化
事
業
の
教

育
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
と
図
書
購

入
及
び
図
書
室
整
備
事
業
、生
涯
教
育
支
援

対
策
と
し
て
南
那
須
・
烏
山
両
図
書
館
の
施

設
整
備
。さ
ら
に
、市
単
独
事
業
に
関
す
る
も

の
は
、市
公
共
事
業
の
拡
大
と
し
て
烏
山
小

学
校
と
烏
山
中
学
校
の
空
調
設
備
整
備
事

業
、学
校
教
育
支
援
対
策
と
し
て
音
楽
器
材

購
入
事
業
で
す
。

　

同
計
画
書
に
基
づ
く
も
の
の
他
に
は
、県

単
独
事
業
の
需
要
対
応
型
園
芸
産
地
育
成
事

業
に
対
し
予
算
措
置
し
ま
し
た
。

○
特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
の
施
設
勘
定
は
、緊

急
経
済
対
策
第
２
次
計
画
書
に
基
づ

く
境
診
療
所
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
更

新
に
伴
う
も
の
で
、682
万
５
千
円
増
額

し
１
億
370
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

報
告
事
項

　

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解

に
つ
い
て
３
件
の
専
決
処
分
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、旭
地
内
、熊
田

地
内
、大
金
地
内
で
起
き
た
公
用
車
に

よ
る
物
損
事
故
に
関
わ
る
も
の
で
、賠

償
額
は
３
件
で
56
万
円
あ
ま
り
で
す
。

専
決
処
分
の
承
認

　
「
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解

に
つ
い
て
」の
専
決
処
分
を
承
認
し
ま

し
た
。こ
れ
は
、旭
１
丁
目
地
内
で
起

き
た
公
用
車
に
よ
る
物
損
事
故
に
関

わ
る
も
の
で
す
。賠
償
額
は
79
万
２
千

円
あ
ま
り
で
す
。
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市
教
育
委
員
会
は
１
月
29
日
、城
山

の
烏
山
城
跡
で
、こ
れ
ま
で
の
発
掘
調

査
の
成
果
を
紹
介
す
る
現
地
説
明
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、重
要
な
文
化
遺
産
で
あ
る

烏
山
城
跡
の
保
存
を
図
る
目
的
で
行

わ
れ
て
い
る
遺
跡
の
範
囲
確
認
調
査

の
成
果
を
公
開
し
、遺
跡
へ
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
開
催
し
た
も
の

で
昨
年
に
続
き
２
回
目
と
な
り
ま
し

た
。今
回
の
調
査
は
本
丸
周
辺
の
調
査

結
果
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、午
前
11
時
30
分
に
寿
亀
山

神
社
前
に
集
合
。参
加
者
は
、途
中
休

憩
を
と
り
な
が
ら
山
道
を
約
15
分
か

け
て
ゆ
っ
く
り
と
登
り
現
地
へ
。発
掘

調
査
の
現
場
で
市
の
職
員
か
ら
解
説

を
受
け
る
と
、 

参
加
者
か
ら
は
、 

多
く

　

説
明
会
に
先
立
ち
、午
前
10
時
か
ら

は
、県
立
学
悠
館
高
等
学
校
教
頭
の
荒

川
善
夫
氏
に
よ
る「
戦
国
時
代
の
烏
山

城
と
周
辺
地
域
」と
題
し
た
講
演
会
が

烏
山
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、大
勢
の
歴

史
愛
好
家
や
古
城
フ
ァ
ン
ら
が
参
加

し
、「
烏
山
城
の
築
城
時
期
」や「
中
世

の
文
書
か
ら
指
摘
で
き
る
烏
山
城
」

「
位
置
と
周
辺
地
域
の
復
元
」な
ど
の

話
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

魅
力
いっ
ぱ
い
の

講
演
会
と
現
地
説
明
会
を
開
催

　

烏
山
城
は
、町
の
中
心
よ
り
北
西
に

位
置
す
る
八
高
山（
206
ｍ
）に
築
か
れ
た

山
城
で
、山
の
形
が
牛
の
寝
て
い
る
姿

に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、別
名
臥
牛
城

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。古
記
録
、系

譜
等
に
よ
る
と
、応
永
21
年（
１
４
１
４
）

頃
、福
原
城（
大
田
原
市
福
原
）の
城
主
那

須
資
之
と
弟
の
沢
村
五
郎
資
重
が
不

仲
と
な
り
那
須
氏
が
上
那
須
氏
と
下

那
須
氏
に
分
裂
、沢
村
五
郎
資
重（
下
那

須
氏
）が
城
を
追
わ
れ
稲
積
城（
本
市
下

境
）に
移
り
、応
永
24
年（
１
４
１
７
）に

現
在
の
地
に
城
を
築
き
新
た
な
拠
点

と
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

以
後
、下
那
須
氏
の
本
拠
と
な
り
、

永
正
13
年（
１
５
１
６
）の
上
下
那
須
氏

の
統
一
か
ら
天
正
18
年（
１
５
９
０
）那

須
氏
の
改
易
ま
で
那
須
宗
家
の
居
城
と

が
ぎ
ゅ
う
じ
ょ
うな

す
す
け
ゆ
き

さ
わ
む
ら
ご
ろ
う
す
け
し
げ

お
う
え
い

え
い
し
ょ
う

て
ん
し
ょ
う

な
り
、そ
の
後
、織
田
・
成
田
・
松
下
・

堀
・
板
倉
・
那
須
・
永
井
・
幕
府
代
官
・
稲

垣
氏
と
城
主
が
交
替
。享
保
10
年（
１
７
２

５
）に
大
久
保
常
春
が
入
封
の
後
は
、大

久
保
氏
が
８
代
140
余
年
に
わ
た
り
城

主
と
な
り
、明
治
２
年（
１
８
６
９
）の
版

籍
奉
還
と
と
も
に
廃
城
と
な
り
ま
し

た
。

　

城
域
は
、東
西
約
350
ｍ
、南
北
約
600

ｍ
、面
積
約
88
㌶
。五
城
三
郭
と
よ
ば

れ
る
主
要
部
分
か
ら
な
り
、防
御
施
設

と
し
て
空
堀
・
竪
堀
・
堀
切
り
・
土
塁
等

が
設
け
ら
れ
、本
丸
周
辺
に
は
石
垣
も

築
か
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、万
治
２
年

（
１
６
５
８
）時
の
城
主
堀
親
昌
に
よ
り

城
の
東
山
麓
に
新
た
な
居
館（
三
の
丸
）

が
築
か
れ
、以
後
、城
主
の
居
住
地
は

そ
ち
ら
に
移
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

織
田
信
長
の
次
男
、信
雄
は
、

天
正
18
年（
１
５
９
０
年
）の
小
田
原

の
役
の
功
績
に
よ
り
徳
川
家
康

の
旧
領
で
あ
る
三
河
、遠
江
、駿

河
へ
の
国
替
え
を
命
じ
ら
れ
た

が
こ
れ
を
拒
否
。豊
臣
秀
吉
に
よ

り
領
地
を
没
収
さ
れ
、烏
山
二
万

石
に
流
罪
と
な
り
２
か
月
間
烏

山
城
主
と
な
り
ま
し
た
。

き
ょ
う
ほ
う

お
お
く
ぼ
つ
ね
は
る

に
ゅ
う
ほ
う

ま
ん
じ

ほ
り
ち
か
ま
さ

の
質
問
が
出
さ
れ
る
な
ど
、そ
の
関
心

の
質
問
が
出
さ
れ
る
な
ど
、そ
の
関
心

の
高
さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

の
高
さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

　

常
陸
大
宮
市
か
ら
家
族

　

常
陸
大
宮
市
か
ら
家
族
３
人
で
参

人
で
参

加
し
た
檜
山
洋
二
さ
ん
は「
イ
ン
タ
ー

加
し
た
檜
山
洋
二
さ
ん
は「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
き
ま
し
た
。石
垣
が

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
き
ま
し
た
。石
垣
が

残
っ
て
い
て
感
動
し
ま
し
た
。」と
話

残
っ
て
い
て
感
動
し
ま
し
た
。」と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
３
月
に
初
の
現
地
説
明
会

　

昨
年
の
３
月
に
初
の
現
地
説
明
会

を
開
催
し
て
か
ら
、市
へ
の
問
い
合
わ

を
開
催
し
て
か
ら
、市
へ
の
問
い
合
わ

せ
が
急
増
。今
回
の
説
明
会
に
は
、昨

せ
が
急
増
。今
回
の
説
明
会
に
は
、昨

年
の
14143
人
を
大
き
く
上
回
る

人
を
大
き
く
上
回
る
、約
20200
人

が
参
加
。県
内
外
か
ら
注
目
を
あ
び
て

が
参
加
。県
内
外
か
ら
注
目
を
あ
び
て

い
る
烏
山
城
の
今
後
の
調
査
が
楽
し

い
る
烏
山
城
の
今
後
の
調
査
が
楽
し

み
で
す
。

み
で
す
。

　

な
お
、市
教
育
委
員
会
で
は
、こ
の

　

な
お
、市
教
育
委
員
会
で
は
、こ
の

調
査
を
平

調
査
を
平
成
24
年
度
ま
で
行
う
予
定

年
度
ま
で
行
う
予
定

で
す
。

で
す
。

の
質
問
が
出
さ
れ
る
な
ど
、そ
の
関
心

の
高
さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

　

常
陸
大
宮
市
か
ら
家
族
３
人
で
参

加
し
た
檜
山
洋
二
さ
ん
は「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
き
ま
し
た
。石
垣
が

残
っ
て
い
て
感
動
し
ま
し
た
。」と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
３
月
に
初
の
現
地
説
明
会

を
開
催
し
て
か
ら
、市
へ
の
問
い
合
わ

せ
が
急
増
。今
回
の
説
明
会
に
は
、昨

年
の
143
人
を
大
き
く
上
回
る
、約
200
人

が
参
加
。県
内
外
か
ら
注
目
を
あ
び
て

い
る
烏
山
城
の
今
後
の
調
査
が
楽
し

み
で
す
。

　

な
お
、市
教
育
委
員
会
で
は
、こ
の

調
査
を
平
成
24
年
度
ま
で
行
う
予
定

で
す
。

大勢の参加者があった現地説明会。大勢の参加者があった現地説明会。大勢の参加者があった現地説明会。 諸説を解説する荒川氏。諸説を解説する荒川氏。

市の職員からの説明。市の職員からの説明。市の職員からの説明。

熱心に聞き入る参加者。熱心に聞き入る参加者。熱心に聞き入る参加者。
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確
定
申
告
相
談

□
期
間　

２
月
16
日（
水
）〜
３
月
15
日（
火
）

□
受
付　

午
前
８
時
30
分
〜
11
時

　
　
　
　

午
後
０
時
45
分
〜
４
時
30
分

※

地
区
割
を
し
ま
し
た
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

初音
旭１丁目
中央１丁目・中央２丁目
※19（土）･２0（日）は休み。
南１丁目
金井１丁目
興野（上・下一）
滝田

※２6（土）･２7（日）は休み。
谷浅見
大桶（上）
野上（下・野上台）
野上（上）
神長（上・中）
※5（土）･6（日）は休み。
向田
小木須・小原沢
下境(上・前石原・川辺・西)
上境(一の沢・上平・三ツ木)

※12（土）･13（日）は休み。

大金台
志鳥（上）
上川井
※19（土）･２0（日）は休み。
下川井（下）
三箇（中）
熊田東
藤田

※２6（土）･２7（日）は休み。
田野倉
小白井
曲畑
小塙
芦生沢・西野
※5（土）･6（日）は休み。
輪之内・鴻野山
こぶし台
東原・小河原
大里
森田宿
※12（土）･13（日）は休み。

城東・表・愛宕台
旭２丁目
中央３丁目

南２丁目

志鳥（中）
志鳥（下）
下川井（上）

三箇（上）
三箇（下）
熊田西
藤田

田野倉
八ヶ代
大金
月次
曲畑

輪之内・鴻野山
高瀬
福岡
小倉・宇井
南大和久

金井２丁目
興野（中・下二）
中山

八ヶ平・白久・平野
大桶（中・下）
野上（第四）
野上（舟戸）
神長（川西・下）

落合・滝
横枕・大木須
下境（尼寺・後石原）宮原
上境（中）・大沢

予備日 予備日

予備日
予備日

予備日
予備日

予備日

午前 午後 午前 午後

　

２
月
16
日
か
ら
平
成
22
年
分
確
定

申
告（
市
県
民
税
申
告
）の
受
付
が
始
ま
り

ま
す
。申
告
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ

う
、事
前
に
準
備
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

◇
対
象
者

　

１
月
１
日
現
在
、本
市
に
住
所
を
有

す
る
人
は
、申
告
の
対
象
と
な
り
ま
す

（
た
だ
し
、税
務
署
で
確
定
申
告
し
た
人
、給
与
だ
け

の
収
入
で
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る
人
、１
か
所
か

ら
の
年
金
収
入
だ
け
の
人
は
市
で
の
申
告
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
）。

◇
申
告
が
必
要
な
人

 

○ 

事
業（
農
業
、営
業
等
）収
入
が
あ
る
人

 

○ 

不
動
産
収
入
が
あ
る
人（
小
作
料
を
含
む
）

 

○ 

給
与
や
年
金
を
２
か
所
以
上
か
ら

　

も
ら
っ
て
い
る
人（
給
与
や
年
金
の
源
泉

　
徴
収
票
を
２
枚
以
上
持
っ
て
い
る
人
）

 

○ 

給
与
収
入
が
あ
る
人
で
、年
末
調
整

　

を
し
て
い
な
い
人
、ま
た
は
年
末
調

　

整
が
不
完
全
な
人

 

○ 

譲
渡
所
得
が
あ
る
人（
土
地
、建
物
等
を

　
個
人
に
売
却（
売
買
）、ま
た
は
国
県
や
市
町
に

　
売
却（
収
用
）し
た
人
）

 

○ 

生
命
保
険
の
満
期
返
戻
金
、解
約
一

　

時
金
等
の
一
時
所
得
の
あ
る
人

 

○ 

公
的
年
金
だ
け
の
収
入
で
配
偶
者

　

控
除
、扶
養
控
除
、生
命
保
険
料
控

　

除
、障
害
者
控
除
、寡
婦（
寡
夫
）控
等

　

を
受
け
よ
う
と
す
る
人

 

○ 

そ
の
他
所
得
税
法
上
申
告
が
必
要

　

な
人

2月16日から
平成22年分確定申告受付スタート

申告を忘れずに！



教
育
委
員
会
会
報

平
成
22
年
度
『
第
３
四
半
期
』
10
月
〜
12
月

事
務
局
：
学
校
教
育
課
☎
０
２
８
７―

88―

６
２
２
２
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◇
申
告
し
た
方
が
よ
い
人（
税
額
に
影
響

　
の
あ
る
人
）

 

○ 

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

　

る
こ
と
が
で
き
る
人

 

○ 

医
療
費
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

　

き
る
人（
10
万
円
又
は
総
所
得
金
額
等
の
合

　
計
額
の
５
％
相
当
額
以
上
の
医
療
費
を
支
払
っ

　
た
人
）

 

○ 

寄
附
金
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

　

き
る
人（
地
方
公
共
団
体
、社
会
福
祉
法
人
、

　
学
校
法
人
等
に
対
す
る
寄
附
を
行
っ
た
人
）

 

○ 

雑
損
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

　

る
人（
災
害
、盗
難
に
よ
っ
て
生
活
用
資
産
等

　
に
損
害
を
受
け
た
人
）

 

○ 

年
末
調
整
と
異
な
る
内
容
で
配
偶

　

者
控
除
、扶
養
控
除
、生
命
保
険
料

　

控
除
、障
害
者
控
除
、寡
婦（
寡
夫
）控

　

除
等
を
受
け
る
人

◇
申
告
し
た
方
が
よ
い
人（
税
額
に
影
響

　
の
な
い
人
）

　

申
告
を
し
な
い
と
、税
額
以
外
で
、

以
下
の
よ
う
な
場
合
等
で
不
利
益
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。無
収
入
で
も
、

申
告
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

 

○ 

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
、後
期
高

　

齢
者
医
療
保
険
加
入
者
は
、軽
減
措

　

置
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

 

○ 

65
歳
以
上
の
人
が
い
る
世
帯
で
は
、

　

介
護
保
険
料
の
段
階
判
定
で
不
利

　

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

○ 

障
が
い
者
の
い
る
世
帯
で
は
、医
療

　

福
祉
関
係
の
助
成
に
影
響
し
ま
す
。

 

○ 

保
育
園
児
・
幼
稚
園
児
の
い
る
世
帯

　

で
は
保
育
料
算
定
に
影
響
し
ま
す
。

 

○ 

国
民
年
金
の
免
除
申
請
に
は
申
告

　

が
必
要
で
す
。

 

○ 

遺
族
年
金
・
障
害
者
年
金
を
受
給
さ

　

れ
て
い
る
人
は
受
給
の
継
続
の
た

　

め
に
は
申
告
が
必
要
で
す
。

 

○ 

未
申
告
で
す
と
、所
得
証
明
書
等
の

　

各
種
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

 
○ 

市
営
住
宅
入
居
に
は
所
得
証
明
が

　

必
要
と
な
り
ま
す
。

◇
申
告
に
必
要
な
も
の（
共
通
）

①
源
泉
徴
収
票（
給
与
・
賃
金
・
報
酬
・
年
金　

　

※

コ
ピ
ー
不
可
）

②
印
か
ん

③
所
得
税
の
申
告
書（
税
務
署
か
ら
送
付
さ

　
れ
た
人
の
み
）

④
支
払
証
明
書
、控
除
証
明
書
等（
生
命

　
保
険
、地
震
保
険
、国
民
年
金
等
）

⑤
通
帳
等
、本
人
名
義
の
預
金
口
座
の

　

分
か
る
も
の

⑥
そ
の
他
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の

※

申
告
に
必
要
な
も
の（
共
通
）に
加
え

申
告
内
容
に
よ
り
以
下
の
書
類
等
が

必
要
で
す
。

◇
事
業
収
入（
農
業
・
営
業
・
不
動
産
等
）が
あ

　

る
人

①
収
支
内
訳
書
と
そ
の
関
係
帳
簿（
農
業

　
所
得
事
前
申
告
書
の
提
出
が
済
ん
で
い
る
人
は

　
収
支
内
訳
書
の
持
参
は
不
要
）

②
通
帳
等
収
入
状
況
が
分
か
る
も
の

③
領
収
書
、固
定
資
産
課
税
明
細
等
経

　

費
が
わ
か
る
も
の

◇
譲
渡
所
得（
収
用
）が
あ
る
人

　

公
共
事
業
資
産
買
取
等
の
申
出
証

明
書
及
び
不
動
産
等
の
譲
受
の
対
価

の
支
払
証
明
書（
国
、県
ま
た
は
市
町
で
発
行
）

◇
障
害
者
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
等

◇
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

　

医
療
費
の
領
収
書（
事
前
に
支
払
金
額
を

受
診
者
、医
療
機
関
ご
と
に
集
計
し
て
く
だ
さ
い
）

◇
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

よ
う
と
す
る
人

①
住
民
票（
申
告
者
の
も
の
）

②
借
入
金
の
年
末
残
高
証
明
書

③
工
事
請
負
契
約
書
等（
収
入
印
紙
が
貼
付

　
済
の
も
の
）

④
登
記
簿
謄
本（
原
本
）

※

初
め
て
申
告
す
る
人
は
①
〜
④
す

べ
て
、２
回
目
以
降
の
人
は
②
と
税
務

署
が
発
行
す
る（
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
申

告
書
）が
必
要
で
す
。

◇
年
金
天
引
き
で
各
種
保
険
料
等
を

納
付
し
て
い
る
人

　

特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）で
、介
護
保

険
料
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、国

民
健
康
保
険
税
を
納
付
し
て
い
る
人

が
、平
成
22
年
中
に
保
険
料（
税
）の
還

付
が
あ
っ
た
場
合
、還
付
分
は
社
会
保

険
料
控
除
の
適
用
外
に
な
り
ま
す（
源
泉

徴
収
票
に
記
載
さ
れ
た
社
会
保
険
料
額
全
額
が
適

用
に
は
な
り
ま
せ
ん
）。申
告
時
に
還
付
の

有
無
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ  

税
務
課
市
民
税
係　

☎
０
２
８
７―

83―

１
１
１
４

★
第
11
回
教
育
委
員
会（
10
月
22
日
）

○
那
須
烏
山
市
立
学
校
設
置
条
例

　

の
一
部
改
正
を
決
定

○
平
成
23
年
度
小･

中
学
校
職
員
定

　

期
異
動
方
針
を
決
定

○
要
保
護
及
び
準
要
保
護
児
童
生

　

徒
の
認
定
を
決
定

★
第
12
回
教
育
委
員
会（
11
月
29
日
）

○
平
成
22
年
度
那
須
烏
山
市
教
育

　

費
予
算
の
補
正
を
決
定

○
要
保
護
及
び
準
要
保
護
児
童
生

　

徒
の
認
定
を
決
定

○
那
須
烏
山
市
教
育
委
員
会
事
務

　

点
検･

評
価
を
決
定

○
那
須
烏
山
市
教
育
委
員
会
委
員

　

長
の
選
挙

 
・ 
委
員
長
に
塩
野
榮
司
氏
が
当
選

○
那
須
烏
山
市
教
育
委
員
会
委
員

　

長
職
務
代
理
者
の
指
定

 

・ 

委
員
長
職
務
代
理
者
に
平
野
加
寿

　

子
氏
を
指
定

☆
10
／
２
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
開

　

校
式
出
席　

☆
10
／
９
下
江
川
中
学
校
、荒
川
中

　

学
校
、七
合
中
学
校
文
化
祭
出
席

☆
11
／
10
県
市
町
村
教
育
委
員
会

　

委
員
研
修
出
席

☆
11
／
29
教
育
委
員
辞
令
交
付
式

☆
12
／
５
那
須
烏
山
マ
ラ
ソ
ン
大

　

会
出
席
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都道府県対抗男子駅伝で区間賞都道府県対抗男子駅伝で区間賞
6人抜きで栃木県人抜きで栃木県初優勝の原動力に！優勝の原動力に！
都道府県対抗男子駅伝で区間賞
6人抜きで栃木県初優勝の原動力に！

　

大
会
前
の
１
月
７
日
に
市
役
所
を

訪
問
し
、大
谷
市
長
に「
故
障
も
な
く

調
子
は
良
い
。栃
木
県
の
た
め
に
全
力

を
つ
く
し
た
い
」と
力
強
く
話
し
て
い

た
塩
谷
さ
ん
。今
度
は
、栃
木
県
の
優

勝
と
自
身
の
区
間
賞
の
２
つ
お
み
や

げ
を
持
っ
て
、大
会
翌
日
の
24
日
に
再

び
市
役
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

夕
方
５
時
過
ぎ
に
烏
山
庁
舎
に
到

優勝メダルを手にする塩谷さん優勝メダルを手にする塩谷さん。
（写真は下野新聞社提供）（写真は下野新聞社提供）
優勝メダルを手にする塩谷さん。
（写真は下野新聞社提供）

着
す
る
と
、多
く
の
職
員
が
拍
手
で
迎

え
る
中
、塩
谷
さ
ん
は
疲
れ
も
見
せ
ず

に
応
え
、大
谷
市
長
か
ら
は「
感
動
し

ま
し
た
。区
間
賞
は
大
変
す
ば
ら
し
い
。

栃
木
県
優
勝
の
立
役
者
に
な
っ
た
の

は
間
違
い
な
い
。こ
れ
か
ら
も
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
」と
祝
福
の
あ
い
さ

つ
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
回
の
活
躍
に
対
し
、市
か

ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
、塩
谷
さ
ん
は

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。こ
れ
か

ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
」と
笑
顔
で
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。

■
塩
谷
さ
ん
の
レ
ー
ス
展
開

　

塩
谷
さ
ん
が
走
っ
た
の
は
４

区
５
㎞
の
高
校
生
が
走
る
区
間
。

短
い
距
離
で
ス
ピ
ー
ド
が
競
わ

れ
る
区
間
で
す
。　

　
　
　
　
　
　

◇

　

３
区
の
的
場
亮
太
選
手（
順
天
堂

大
学
）か
ら
７
位
で
タ
ス
キ
を
受
け

取
る
。「
予
定
通
り
の
展
開
で
し

た
。思
っ
た
以
上
に
早
く
来
ま
し

た
」と
話
す
塩
谷
さ
ん
。ト
ッ
プ

を
走
る
兵
庫
県
と
の
差
は
９
秒
。

追
走
す
る
塩
谷
さ
ん
は
2.8
㎞
付

近
で
兵
庫
県
を
抜
い
て
ト
ッ
プ

の
長
野
県
に
並
び
、し
ば
ら
く
並

走
し
た
後
、3.5
㎞
付
近
で
飛
び
出

し
ト
ッ
プ
に
。「
し
ば
ら
く
並
走

し
ま
し
た
が
、ペ
ー
ス
が
遅
か
っ

た
の
で
抜
き
ま
し
た
」と
塩
谷
さ

ん
。

　

そ
の
後
は
、ト
ッ
プ
を
維
持
し

５
区
の
横
手
健
選
手（
作
新
学
院
高

校
）に
２
位
と
12
秒
の
差
を
つ
け

て
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
ま
し
た
。「
前

へ
前
へ
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
」

と
塩
谷
さ
ん
は
そ
の
時
の
心
境

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

○
区
間
賞
は
狙
っ
て
い
ま
し
た

か
？

　

速
い
選
手
が
た
く
さ
ん
い
た

の
で
、思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。

○
目
標
に
し
て
い
る
選
手
は
？

　

同
じ
栃
木
県
の
宇
賀
地
選
手
。

走
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

い
っ
ぱ
い
話
し
を
し
て
す
ご
く

楽
し
い
人
。今
回
も
僕
た
ち
を

リ
ー
ド
し
て
く
れ
ま
し
た
。

○
箱
根
駅
伝
に
あ
こ
が
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
が
？

　

駅
伝
と
い
っ
た
ら「
箱
根
」。父

も
陸
上
の
選
手
だ
っ
た
の
で
影

響
も
あ
り
ま
す
。

○
趣
味
は
？

　

走
る
か
、寝
る
か
練
習
漬
け
の

毎
日
で
す
。

○
１
月
16
日
の
那
須
烏
山
市
駅

伝
競
走
大
会
に
も
出
場
予
定
だ
っ

た
と
か（
積
雪
に
よ
り
中
止
）？

　

は
い
、毎
年
出
場
し
て
い
ま
す

の
で
。中
止
に
な
っ
て「
区
間
賞

を
獲
得
し
た
の
は
、市
の
駅
伝
を

走
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
な
」と

レ
ー
ス
後
、周
り
の
人
か
ら
冗
談

で
言
わ
れ
ま
し
た
。

○
将
来
の
目
標
は
？

　

正
月
の
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝

に
出
場
し
た
い
で
す
。そ
の
前

に
、今
度
の
全
国
高
校
駅
伝
大
会

に
な
ん
と
し
て
も
出
場
し
た
い

で
す
。

■ 

塩
谷
さ
ん
に

　

１
月
23
日
、
広
島
市
で
開
催
さ
れ
た
第
16
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
男

子
駅
伝
競
走
大
会
に
栃
木
県
の
代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
た
田
野
倉
の

塩
谷
桂
大
（
那
須
拓
陽
高
校
２
年
）
さ
ん
が
４
区
を
１
位
で
つ
な
ぐ
走
り
を

見
せ
区
間
賞
を
獲
得
。
栃
木
県
の
初
優
勝
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

田野田野倉の塩谷桂大さん田野倉の塩谷桂大さん

今
後
の
活
躍
を

　
　
　

期
待
し
ま
す
！

大谷市長から記念品の目録を受け取る塩谷さん（右）。

拍手で迎えられる塩谷さん（右）。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

け
い
た
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12
月
21
日
、元
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
日
本
代
表
の
楠
田
香
穂
里
さ

ん
が
烏
山
小
学
校
体
育
館
で
、同
校
の

６
年
生
110
人
を
対
象
に
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
指
導
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
実
技
を
通
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
経
験
し
、自
主

的
に
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
き
っ
か
け
を

つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ

れ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、文
部
科
学
省

と（
財
）日
本
体
育
協
会
の「
平
成
22
年

度
ス
ポ
ー
ツ
選
手
活
用
体
力
向
上
事

業
」の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

本
市
の
教
育
委
員
会
が
主
催
と
な
り

　

１
月
22
日
、に
こ
に
こ
保
育
園
で

生
活
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、園
児
た

ち
は
遊
戯
や
創
作
劇
、合
奏
な
ど
20

種
目
を
披
露
し
ま
し
た
。昨
年
か
ら
、

乳
児
組
と
幼
児
組
の
２
部
構
成
で

行
わ
れ
て
い
て
、乳
児
組
の
発
表
で

は
、大
勢
の
来
場
者
に
驚
い
た
の
か
、

緊
張
し
て
い
る
園
児
や
、照
れ
て
い

る
様
子
の
園
児
の
姿
も
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。ま
た
、幼
児
組
の
発
表

で
は
、踊
り
を
難
な
く
こ
な
し
、保

護
者
に
手
を
振
る
余
裕
も
見
ら
れ
、

か
っ
こ
よ
く
踊
る
男
の
子
、か
わ
い

ら
し
く
踊
る
女
の
子
に
、会
場
か
ら

は
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

に
こ
に
こ
保
育
園
で
生
活
発
表
会

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、児
童
が
待
つ
体
育
館
に

楠
田
さ
ん
が
入
場
、早
速
実
技
指
導
を

行
い
ま
し
た
。ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

を
兼
ね
た
鬼
ご
っ
こ
で
体
を
ほ
ぐ
し

た
後
は
、ボ
ー
ル
を
使
っ
て
の
基
礎
運

動
。ボ
ー
ル
を
い
と
も
簡
単
に
操
る
楠

田
さ
ん
に
児
童
か
ら「
す
ご
い
」と
言

う
声
が
あ
が
り
、悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

も
楽
し
み
な
が
ら
運
動
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、各
ク
ラ
ス
の
代
表
チ
ー

ム
が
、楠
田
さ
ん
率
い
る
先
生
チ
ー
ム

と
試
合
。試
合
中
は
敵
で
あ
る
児
童

チ
ー
ム
に
、楠
田
さ
ん
が
パ
ス
を
出
し

表現あそび「どんぐり山のなかまたち」りんご組

遊戯「青い空を見あげて」かぜ組

遊戯「チキンダンス」みかん組

遊戯「さくら さら さら」そら組（女の子)

た
り
す
る
な
ど
、微
笑
ま
し
い

姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

楠
田
さ
ん
は「
先
生
か
ら
言

わ
れ
る
こ
と
を
き
ち
ん
と
意

識
し
な
が
ら
実
行
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。み
な
さ
ん
、夢

に
向
か
っ
て
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
」と
励
ま
し
の
言
葉
を

送
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
佐
藤
愛
実
さ
ん

は「
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
。難

し
い
技
で
も
簡
単
に
や
っ
て

い
て
す
ご
い
と
思
っ
た
」と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

あ
い
み

楠田香穂里さんのプロフィール
高校卒業後、実業団チームジャパンエナ
ジーに入社。JOMOの主力メンバーとし
て黄金時代を築く。1998年2002年世界
選手権出場。2002年アジア大会では金メ
ダルを獲得。2004年のアテネオリンピッ
クに選ばれる。ポジションはポイント
ガード。現在、共栄大学女子バスケット
ボール部監督。

シュートのこつを教える楠田さん（上）/
児童チームとの試合の様子（下） 。

楠
田
香
穂
里
さ
ん

（
元
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
日
本
代
表
）

　

烏
小
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
指
導

く

す

だ

か

お

り
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　1月18日、那須烏山市とフタバ食品株
式会社（増渕正二社長）は、宇都宮市内の同
社において、本市の農林水産物等を使っ
た新商品の共同開発や販売などで連携協
力する協定を締結しました。
　これは、県の提唱する「フードバレー
とちぎ」構想に賛同し、市内の農水産物
等を使用した商品を開発・販売し、相互
の利益となるようにするもので、協定書
には、市の農林水産物の他、加工品、工
芸品等を使った特産品の研究開発に関す
ること、市の名称、イメージ、キャッチ
フレーズ等の利活用に関することや、開
発した特産品等のＰＲ、販売、活用等に
関することについて連携、協力すること
が盛り込まれています。
　具体的には、今後、双方の担当者で組
織されるワーキンググループで検討し、
商品開発等を進めていく予定です。
　大谷市長は「協定締結ができ大変あり
がたい。特産品開発等の実現化を図りた
い」と意気込みを話しました。

那須烏山市とフタバ食品が
新商品の共同開発

第7回第7回

食
育
プ
チ
情
報

「
大
豆
の
栄
養
っ
て
？
」

　

12
月
28
日
、那
須
烏
山
経
友
会
の
代

表
理
事
棚
橋
誠
一
郎
さ
ん
ら
が
市
長
を

訪
問
し
、12
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
コ
ン

サ
ー
ト「
ク
リ
ス
マ
ス
演
奏
会 
池
田
聡
の

夜
」の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
５
３
，０
０
０

円
を
市
に
寄
付
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、旧
烏
山
町

出
身
で
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
池

田
聡
さ
ん
が
出
演
す
る
と
あ
っ
て
開
催

前
か
ら
同
会
の
事
務
局
や
市
役
所
へ
問
い

合
わ
せ
が
殺
到
す
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
。

　

棚
橋
代
表
理
事
は「
池
田
さ
ん
の
出

演
で
多
く
の
人
に
来
て
い
た
だ
き
、募
金

も
例
年
に
な
く
多
い
額
と
な
って
あ
り
が

　

下
境
の
石
井
ヤ
ノ
さ
ん
が
、１
月

12
日
に
満
100
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

　

石
井
さ
ん
は
、今
で
も
自
分
が

使
っ
た
食
器
を
自
分
で
洗
う
ほ
ど

し
っ
か
り
し
て
い
て
、暖
か
い
日
に

は
、庭
の
草
取
り
も
す
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

現
在
、玄
孫
が
７
人
い
る
石
井

さ
ん
は
、食
事
も
好
き
嫌
い
も
な

く
１
日
３
度
し
っ
か
り
食
べ
る
そ
う

で
と
て
も
元
気
な
様
子
で
す
。

　

大
谷
範
雄
市
長
か
ら
祝
詞
と
花

束
が
送
ら
れ
る
と
祝
詞
を
声
を
出

し
て
読
む
ほ
ど
で
、明
る
い
笑
顔
が

　

２
月
３
日
は
節
分
で
し
た
ね
。み
な
さ

ん
の
ご
家
庭
で
は
豆
ま
き
を
し
ま
し
た

か
？
豆
ま
き
に
使
わ
れ
る
豆
と
い
え
ば

「
大
豆
」。大
豆
は
、「
畑
の
肉
」と
い
わ
れ

る
く
ら
い
た
ん
ぱ
く
質
源
と
し
て
優
れ

た
食
品
で
、豊
富
な
栄
養
成
分
を
含
ん

で
い
ま
す
。大
豆
は
、そ
の
ま
ま
食
べ
る
と

消
化
が
悪
い
の
で
、栃
木
県
の
郷
土
料
理

で
あ
る「
し
も
つ
か
れ
」の
よ
う
に
軟
ら
か

く
煮
た
り
、豆
腐
な
ど
の
大
豆
製
品
で

食
べ
た
り
す
る
の
が
オ
ス
ス
メ
で
す
。

　

で
も
、体
に
良
い
と
は
言
っ
て
も
食
べ

す
ぎ
は
禁
物
で
す
。

【
大
豆
に
含
ま
れ
る
栄
養
成
分
の
効
能
】

・
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン 

： 

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
抑

　
え
る
、更
年
期
障
害
・が
ん
予
防

・ダ
イ
ズ
サ
ポ
ニ
ン 

： 

血
圧
低
下
、が
ん

  

予
防

・レ
シ
チ
ン 

： 

記
憶
力
向
上
、認
知
症
予
防

・
食
物
繊
維 

： 

便
秘
解
消

【
１
日
の
適
量（
大
人
）】

　

左
記
の
う
ち
、１
種
類
が
１
日
の
適
量

で
す
。毎
日
適
量
を
摂
取
で
き
る
と
良
い

で
す
ね
。

（
例
）・
大
豆（
乾
燥
）：
20ｇ

　
　
・
豆
腐
：
100ｇ（
１
／
４
丁
）

　
　
・
納
豆
：
40ｇ（
１
パッ
ク
）

　
　
・
豆
乳（
無
調
整
）：
180

那
須
烏
山
経
友
会
が
市
長
訪
問

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
募
金
を
寄
付

石
井
ヤ
ノ
さ
ん
（
下
境
）
満
100
歳

　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

募金を寄付する棚橋代表理事（右）。

花束を受け取りうれしそうな石井さん。

「共にがんばっていきたい」と増渕社長（右）。

た
い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
商
工
観
光
業
の
振
興
の
た
め

に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

や
し
ゃ
ご

印
象
的
な
石
井
さ
ん
。お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、い
つ
ま
で
も
元
気
で
長
生
き
し
て

く
だ
さ
い
。※「フードバレーとちぎ」とは

　○県内の農産物を使った新商品の開発
　○国内外への販路開拓の支援
　○食品製造企業の誘致
　の３つを柱に内需型の食品産業の振興をし、県内
の経済活性を図るのが目的。
　2010年度からスタートし、行政と企業が協定を結
ぶのは県内初。

ml



11

　

向
田
地
区
自
治
会
に
よ
る
市
政
懇
談

会
が
12
月
21
日
、宮
原
の
料
理
店
で
開

か
れ
、市
側
か
ら
大
谷
範
雄
市
長
を
は

じ
め
石
川
英
雄
副
市
長
な
ど
計
５
人
、

来
賓
と
し
て
、市
議
会
議
員
の
滝
田
志

孝
議
員
、高
徳
正
治
議
員
、渡
辺
健
寿

議
員
、県
議
会
議
員
の
三
森
文
徳
議
員

が
出
席
し
ま
し
た
。ま
た
、向
田
地
区
自

治
会
か
ら
は
、15
地
区
の
自
治
会
長
が

参
加
し
、約
１
時
間
半
に
わ
た
り
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、神
長
下
自
治
会
長
の
滝
田
功

会
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
に
続
き
、大
谷
市

懇談会で質問に立つ参加者。市長からに回答を熱心に聞く参加者。

（前月20日までの入札結果、単位は千円、250万円以上）

県単独農業農村整備（農道整備）事業 鴻野山地区 道路工事

森林整備林道事業 神長滝田線 舗装工事

野上下境線道路整備工事その１

野上下境線道路整備工事その２

自然休養村ロッジこぶし改修工事

南那須B＆G海洋センター改修工事設計業務委託

鴻野山小倉線道整備交付金工事その２

東原線道整備交付金工事その２

小倉地区防火水槽築造工事

谷浅見平野線道路排水施設整備工事（道路保全費）その１

鴻野山小倉線道路台帳作成業務委託（道整備交付金事業費）その６１

三ツ木松ノ木線用地調査等業務委託（道路整備費）その５１

鴻野山

城山

野上

野上

藤田

岩子

鴻野山

東原

小倉

中山

鴻野山

上境

㈱岡工務店

㈱野村建設

渡邊建設㈱

㈱平野建設

荒井工業㈱

㈱フケタ設計

㈲板橋建設

㈱荒川建設

㈲糸井建設

㈲清美建設

フジ測量設計㈱

㈱八興

11,970

23,520

21,105

30,555

10,290

5,827

8,452

17,640

4,273

4,326

4,567

6,037

12/27～3/10

12/27～3/25

12/27～3/25

12/27～3/25

12/27～3/15

1/14～3/25

1/6～3/25

1/14～3/25

1/6～3/18

1/5～3/10

12/28～3/25

12/28～3/25

入札等に関するお問い合わせは、総務課管財係☎0287-83-1111まで。

長
か
ら
、市
政
全
般
に
わ
た
る
内
容
の
あ

い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は「
野
上
体
育
館
駐
車
場

の
整
備
」「
野
上
地
内
国
道
294
号
線
の
改

修
」「
神
長
市
営
住
宅
の
整
備
」「
企
業
誘

致
」「
烏
小
通
学
路
防
犯
灯
、街
灯
に
つい

て
」「
通
学
路
の
廃
品
置
場
に
つい
て
」「
事

業
仕
分
け
に
つ
い
て
」「
落
合
地
区
に
農

道
整
備
に
つ
い
て
」な
ど
12
項
目
の
質
問

に
対
し
て
市
長
な
ど
が
丁
寧
に
答
え
て

い
ま
し
た
。

　

１
月
25
日
、那
珂
川
町
小
口
の
温
泉
ホ

テ
ル
で
、七
合
地
区
15
自
治
会
に
よ
る
市

政
懇
談
会
が
開
か
れ
、市
側
か
ら
大
谷

範
雄
市
長
を
は
じ
め
石
川
英
雄
副
市
長

な
ど
計
６
人
、来
賓
と
し
て
、市
議
会
議

員
の
小
森
幸
雄
議
員
、田
島
信
二
議
員
、

県
議
会
議
員
の
三
森
文
徳
議
員
が
出
席

し
、約
２
時
間
に
わ
た
り
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、七
合
地
区
自
治
会
連

合
会
を
代
表
し
て
星
武
一
連
合
会
長
が

「
な
ん
と
か
こ
の
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
を

維
持
し
て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。大
谷

市
長
か
ら
は
、来
年
度
予
算
や
庁
内
の

各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
交
え
て
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
七
合
中
学
校
の
統
廃
合
に

つ
い
て
」「
Ｊ
Ｒ
バ
ス
常
野
線
バ
ス
に
廃
止

に
つ
い
て
」「
道
の
駅
に
つ
い
て
」「
給
食
費
、

水
道
料
金
等
の
未
納
に
つ
い
て
」「
市
民

ホ
ー
ル
に
つ
い
て
」「
八
ケ
平
地
内
国
道
294

号
線
の
道
路
改
修
に
つ
い
て
」な
ど
14
項

目
の
質
問
や
要
望
に
対
し
て
市
長
な
ど

が
丁
寧
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

※

市
政
懇
談
会
は
随
時
受

付
し
て
お
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は

総
合
政
策
課
広
報
統
計
係

☎
０
２
８
７―

83―

１
１
１
２

市
内
で
市
政
懇
談
会

市
政
懇
談
会

市
政
懇
談
会

向田地区自治会で市政懇談会七合地区自治会で市政懇談会

じ
ょ
う
や
せ
ん
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◇「広報那須烏山」では、みなさん
からの楽しい話題を募集していま
す。地域の行事や変わった出来事
などをお知らせください。もちろん、
可能な限り取材にうかがいます。

総合政策課広報統計係
☎0287-83-1112

　

曲
畑
の
佐
藤
ヨ
ネ
さ
ん（
84
歳
）

は
、ボ
ケ
防
止
の
た
め
に
と
80
歳
か

ら
始
め
た
の
が
色
鉛
筆
で
描
く
似

顔
絵
。

　

お
孫
さ
ん
と
絵
を
描
い
て
い
る
う

ち
に
そ
の
魅
力
に
取
り
付
か
れ
て
、

今
で
は
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
５
冊
分
の

似
顔
絵
を
書
き
上
げ
る
ほ
ど
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　
「
新
聞
や
広
告
を
参
考
に
し
て

描
い
て
い
ま
す
。道
具
は
子
ど
も
た

ち
や
孫
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。

ボ
ケ
防
止
に
役
立
っ
て
い
ま
す
」と

話
し
て
く
れ
た
佐
藤
さ
ん
。こ
れ
か

ら
描
い
て
み
た
い
人
は
と
聞
く
と

「
菅
総
理
大
臣
。 

難
し
く
て
な
か
な

か
描
け
な
い
で
す
け
ど
」と
笑
顔
で

　

12
月
17
日
、野
上
地
区
防
犯
協
議
会

（
水
井
守
会
長
）に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

が
、野
上
上
自
治
会
内
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

平
成
17
年
に
発
足
し
た
同
協
議
会

は
、地
域
の
安
全
の
た
め
に
年
３
回
、

野
上
地
区
内
を
警
察
官
と
一
緒
に
個

別
訪
問
を
行
い
、戸
締
り
の
励
行
、振

り
込
め
詐
欺
防
止
の
呼
び
か
け
等
を

地域の安全は私たちが守る。地域の安全は私たちが守る。地域の安全は私たちが守る。

最優秀賞：「ムーンファンタジー」（烏山高校）奨励賞：「地デジ移行を……」
（ヘアープロデュースタカハシ）

奨励賞：「日本舞踏西川会」（西川会）

ボ
ケ
防
止
に

　
　
　

  　
　
　

 

曲
畑
の
佐
藤
さ
ん

地
域
の
安
全  

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、会
員
８
人
が
参
加
。約

150
世
帯
を
訪
問
し
、防
犯
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

同
協
議
会
の
会
員
17
人
は
、個
々
で

も
巡
回
を
実
施
し
、発
生
し
た
課
題
な

ど
持
ち
寄
り
対
応
策
を
考
え
て
い
る

等
、地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

充
実
し
た
日
々
を
送
って
い
る
様

子
の
佐
藤
さ
ん
。皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
！

綺麗でしょう！（にこにこ保育園生活発表会）綺麗でしょう！（にこにこ保育園生活発表会）綺麗でしょう！（にこにこ保育園生活発表会）

趣味で似顔絵を描く佐藤さん。大谷市長の似顔絵。

優秀賞：「烏線でＧＯ！！」（烏山高校）

　

12
月
19
日
か
ら
１
月
９

日
ま
で
、Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
前

駐
輪
場
西
側
の
壁
を
利
用

し
て
開
催
さ
れ
た「
ひ
か
っ

ペ
ー（
ひ
か
り
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）」

の
参
加
作
品
を
一
般
市
民

の
投
票
と
審
査
会
委
員
の

審
査
に
よ
る
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
が
12
月

19
日
か
ら
21
日
ま
で
の
３

日
間
行
わ
れ
、４
作
品
が

各
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

審
査
結
果
発
表 

４
作
品
を
表
彰

〜
ひ
か
り
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
〜
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12
月
19
日
、向
田
落
合
育
成
会（
土
屋
秀

一
会
長
）と
向
田
落
合
自
警
団（
森
島
洋
一
団

長
）の
共
同
に
よ
る
餅
つ
き
大
会
が
、旧
向

田
小
学
校
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、向
田
小
学
校
の
廃
校

後
、希
薄
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
世
代
間
、地

域
内
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
、育
成
会
会

長
で
も
あ
り
自
警
団
の
メ
ン
バ
ー
で
も

あ
る
土
屋
会
長
の
呼
び
か
け
に
よ
り
開

催
さ
れ
た
も
の
。こ
の
日
は
、地
域
の
子
ど

も
た
ち
や
関
係
者
約
60
人
が
参
加
し
、餅

つ
き
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
樋
山
京
聖
君（
12
歳
）は「
地
域

の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
餅
つ
き
が
で
き

て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。思
い
出
が
ひ
と

つ
増
え
ま
し
た
」と
感
想
を
述
べ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

１
月
11
日
、と
ち
ぎ
の
ふ
る

さ
と
田
園
風
景
百
選
実
行
委
員

会（
会
長
・
福
田
富
一
栃
木
県
知
事
）は
、

市
内
の「
興
野
」「
小
木
須
」「
志

鳥
」の
３
地
域
を「
と
ち
ぎ
の
ふ

る
さ
と
田
園
風
景
百
選
」に
認

定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、県
内
の
誇
れ
る
田

園
風
景
や
、そ
こ
に
あ
る
生
活

や
伝
統
文
化
な
ど
の
風
景
を
今

後
も
継
承
し
て
い
く
目
的
で
認

定
す
る
も
の
で
、県
内
全
市
町

102
地
域
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

元気いっぱい餅つきをする子どもたち。

　

ど
ん
ど
焼
き
が
１
月
８
日
か
ら
15
日
に

か
け
て
、市
内
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
15
日
、曲
畑
地
区
で
は
地
域
の
公

民
館
活
動
の
一
環
と
し
て
今
年
初
め
て

ど
ん
ど
焼
き
が
行
わ
れ
、一
年
間
の
無
病

息
災
や
家
内
安
全
な
ど
を
願
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、午
前
中
か
ら
地
域
の
住
民

約
100
人
が
曲
畑
公
民
館
に
集
ま
り
、今
で

は
懐
か
し
い
ベ
ー
ゴ
マ
回
し
や
お
手
玉

な
ど
遊
び
を
通
じ
て
地
域
交
流
を
行
い

ま
し
た
。ま
た
、餅
つ
き
も
行
わ
れ
、お
汁

粉
や
き
な
粉
餅
が
ふ
る
ま
わ
れ
子
ど
も

た
ち
は
お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、地
元
消
防
団
が
見
守
る
中
、

高
さ
約
５
ｍ
組
み
上
げ
ら
れ
た
や
ぐ
ら
に

点
火
さ
れ
る
と
み
る
み
る
炎
に
包
ま
れ
、

豪
快
な
炎
と
破
裂
す
る
竹
の
音
に
集

ま
っ
た
地
域
住
民
か
ら
歓
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

やぐらの前でハイポーズ。

地域の絆を大切に

き
さ
と

平群山からの
眺望（興野地
区）。

日本最北端といわれる
国見のみかん園（小木
須）。

と
ち
ぎ
の
ふ
る
さ
と
田
園
風
景
百
選
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
内
か
ら
３
地
域
が
認
定

箱根駅伝に小堀佑真さん
               箱根路を      る

　

新
春
の
箱
根
路
で
２
日
間
に
わ
た
っ

て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
第
87
回
東
京
箱

根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
に
、大
里
出
身

の
小
堀
佑
真
さ
ん（
神
奈
川
大
学
３
年
）が
出

場
し
ま
し
た
。

　

走
っ
た
の
は
、復
路
の
小
田
原
か
ら
平

塚
を
走
る
７
区
21.3
㎞
。16
位
で
タ
ス
キ
を

受
け
取
る
と
、東
京
農
業
大
学
、専
修
大

学
、山
梨
学
院
大
学
、青
山
学
院
大
学
の

選
手
を
次
々
に
抜
き
チ
ー
ム
を
12
位
ま

で
押
し
上
げ
る
と
共
に
、本
人
も
区
間
順

位
５
位
と
い
う
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

中
学
、高
校
と
地
域
の
駅
伝
大
会
で
も

数
々
の
記
録
を
残
し
た
小
堀
さ
ん
は「
来

年
は
最
終
学
年
。
箱
根
の
シ
ー
ド
権
獲
得

に
貢
献
し
た
い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

来
年
の
駅
伝
競
走
は
予
選
会
か
ら
の

参
加
と
な
り
ま
す
が
、新
春
の
箱
根
路
を

走
れ
る
よ
う
皆
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。復路の７区を走る小堀選手。

（大里出身） 走

へぐりやま
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受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
中
央
２
丁
目
の
山
崎
牧
子
さ
ん
が
、

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。総

務
省
の
国
勢
調
査
な
ど
各
種
統
計
調
査

に
通
算
32
年
58
回
に
渡
り
従
事
し
た
功

績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
城
東
の
小
森
一
郎
さ
ん
が
農
林
水
産

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。農
林
水

産
省
の
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
な
ど
各

種
統
計
調
査
に
通
算
18
年
18
回
に
渡
り

従
事
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、山
崎
さ
ん
、小
森
さ
ん
は
２
月

10
日
、第
48
回
栃
木
県
統
計
大
会
に
い

出
席
し
、式
典
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

赤
ち
ゃ
ん
名 

（ 

保 

護 

者 

）  

住 　

所

中
山　

夢
花 （
規
行・え
み
） 

小　
　

倉

後
藤　

瑞
稀 （ 

強 

・佳
那
） 

野　
　

上

森　
　
一
樹 （
達
也・ひ
ろ
み
） 

中
央
２
丁
目

八
幡　

愛
奈 （
隆
行・香
奈
枝
） 

小　
　

倉

平
山　

夢
空 （
龍
治・奈
津
実
） 

中
央
３
丁
目

鈴
木　

雅
也 （
公
明・真
弓
） 

神　
　

長

小
堀　
　

凪 （
正
幸・理
恵
） 
下　
　

境

伊
澤　

太
智 （ 

宏 

・ 

薫 
） 
南
大
和
久

齋
藤
愛
花
織 （
竜
太
郎・幸
枝
） 

野　
　

上

和
田　

羽
蘭
（
淳
一・
純
子
） 

鴻
野
山

半
田　

雪
乃 （
博
敬
・ひ
と
み
） 

上　
　

境

粂
川
康
志
朗 （
勇
司・幸
子
） 

鴻
野
山

大
貫
和
佳
子 （
裕
一・
和
美
） 

中　
　

山

石
川　

愛
斗 （
裕
一・
理
恵
） 

上　
　

境

■
星
俊
安
様（
本
市
中
央
）か
ら
那
須
烏
山

市
に
100
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

高
齢
者
福
祉
事
業
の
充
実
の
た
め
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
秋
山
久
様（
東
京
都
小
平
市
）か
ら
那
須

烏
山
市
に
２
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。那
須
烏
山
市
奨
学
基
金
と
し
て
積

立
し
、就
学
困
難
な
方
々
へ
の
奨
学
支
援

と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
信
工
業
株
式
会
社
栃
木
開
発
セ
ン

タ
ー（
本
市
福
岡
）様
か
ら
那
須
烏
山
市
に

２
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。地
域

福
祉
基
金
へ
積
立
し
、社
会
福
祉
事
業

の
充
実
の
た
め
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
納
税（
応
援
寄
付
金
）と
し
て

荒
川
中
学
校
昭
和
40
年
度
卒
業
生
一
同

様
か
ら
那
須
烏
山
市
に
２
２
，４
６
２

円
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。ふ
る
さ
と
応

援
基
金
へ
積
立
し
、地
域
福
祉
と
教
育

環
境
の
充
実
の
た
め
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
市
政

に
反
映
さ
せ
る
た
め
に「
広
聴
箱
」を
主

要
な
公
共
施
設
に
設
け
て
い
ま
す
。

■
設
置
場
所

①
市
役
所（
烏
山
庁
舎
・
南
那
須
庁
舎
）

②
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

③
図
書
館（
烏
山
・
南
那
須
）

④
烏
山
公
民
館

　

ま
た
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

投
稿
で
き
ま
す
。ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
画
面

の
左
下「
広
聴
箱
」か
ら
、電
子
メ
ー
ル

で
ご
意
見
・
ご
要
望
を
送
信
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス：http://w

w
w
.

city.nasukarasuyam
a.lg.jp/

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
要

望
は
、市
長
が
拝
見
し
今
後
の
政
策
事

務
等
の
参
考
と
い
た
し
ま
す
。

■
総
合
政
策
課 

☎
０
２
８
７―

83―

１

１
１
２

こ
こ
で
は
、
保
護
者
等
の
了
解
が
得
ら
れ
た

情
報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

広
聴
箱

平成22年分確定申告相談を実施します。 詳しくは 
本紙6ページをご覧ください。（2月16日～3月15日）

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

ら
む
な

 

み
ず
き

 
い
つ
き

 

ま 

な

 

ゆ 

あ

ま
さ
や

　

 

な
ぎ

 

た
い
ち

 　 

う
ら
ん

 

ゆ
き
の

　  

あ
い
と

　

市
で
は
、広
報
紙
の
有
効
活
用
と
安

定
的
な
収
入
源
の
確
保
を
目
的
に
、「
広

報
那
須
烏
山
」紙
面
へ
の
広
告
掲
載
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
掲
載
基
準

位　

置
：
各
ペ
ー
ジ
の
下
一
段（
表
紙
除
く
）

サ
イ
ズ
：
縦
4.7
㎝×

横
8.4
㎝

料　

金
：
単
色　
　

１
回
５
千
円

　
　
　

 

カ
ラ
ー　

１
回
１
万
円

※

カ
ラ
ー
は
裏
表
紙
に
限
り
ま
す

申
込
：
掲
載
希
望
号
の
発
行
日
の
30
日

前
ま
で（
詳
し
く
は
総
合
政
策
課
広
報
統
計
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

☎
０
２
８
７―

83―

１
１
１
２

広
告
掲
載
を
募
集

オープン！ 「ペット霊園那須烏山」 
緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園
☆火葬（最新ペット専用焼却）完備  ◎年中無休
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備  ◎予 約 制
※小動物から超大型犬（40kg以上）
〒321-0526　那須烏山市田野倉６６０－１
　　　　　０１２０－８２－３３９１
　　　　　（代表取締役　塩野目省三）

http://www.petreien-nasukarasuyama.com/

フリーダイヤル

あ

か

り

こ
う
し
ろ
う

わ

か

こ
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市の人口

※平成17年国勢調査を基にした毎月人口
　調査の統計人口です。

作品募集

文文

芸

　

◆　

一　

般　

図　

書　

◆

◇『
戊
辰
転
々
録
』 
中
村 

彰
彦

◇『
首
都
感
染
』 

高
嶋 
哲
夫

◇『
３
６
５
２
』 

伊
坂 
幸
太
郎

◇『
白
い
し
る
し
』 

西 

加
奈
子

◇『
飛
水
』 

高
樹 

の
ぶ
子

◇『
迷
子
石
』 

梶 

よ
う
子

◇『
や
ぶ
へ
び
』 

大
沢 

在
昌

◇『
男
嫌
い
の
姉
と
妹
』 

佐
藤 

雅
美

◇『
不
思
議
な
羅
針
盤
』 

梨
木 

香
歩

◇『
御
隠
居
忍
法
振
袖
一
揆
』 

高
橋 

義
夫

◇『
ナ
マ
コ
の
か
ら
え
ば
り 

４
』 

椎
名 

誠

◇『
師
・
井
伏
鱒
二
の
思
い
出
』 

三
浦 

哲
郎

◇『
お
う
ち
で
、薬
膳
な
べ
』 

岩
崎 

啓
子

◇『
作
っ
て
楽
し
む
つ
る
し
雛
』 

下
田 

美
知
子

◇『
こ
の
人
か
ら
受
け
継
ぐ
も
の
』 井
上 

ひ
さ
し

　

◆　

児　

童　

図　

書　

◆

◇『
ふ
く
び
き
』 

狩
野 

富
貴
子

◇『
お
に
は
そ
と
』 

せ
な 

け
い
こ

◇『
水
を
め
ぐ
る
争
い
』 

橋
本 

淳
司

◇『
ぼ
く
ら
の
最
後
の
聖
戦
』 

宗
田 

理

◇『
ト
リ
ゴ
ラ
ス
の
逆
襲
』 

長
谷
川 

集
平

◇『
ダ
ヤ
ン
、ク
ラ
ヤ
ミ
の
国
へ
』池
田 

あ
き
こ

◇『
ひ
ゅ
ー
ど
ろ
ど
ろ
か
べ
に
ゅ
う
ど
う
』

　

角
野 

栄
子

◇『
小
さ
く
て
も
大
き
な
日
本
の
会
社
力 

３
』

　

坂
本 

光
司

◇『
メ
ル
ス
ト
ー
ン
館
の
不
思
議
な
窓
』ダ
イ

　

ア
ナ
・
ウ
ィ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

◇『
ご
め
ん
ね
！
』 

テ
ィ
ム
・
ワ
ー
ン
ズ

川　

柳　
　
　
　
　
　

篠
﨑　

酔
月　

選

短　

歌　
　
　
　
　
　

小
勝　
　

明　

選

俳　

句　
　
　
　
　
　

齋
藤　
　

穂　

選

男　14,405　女　14,959
出生 　13　　死亡　42
転入    55　　転出　48

1月1日現在
（ ）対前月比

○都道府県対抗駅伝大会に地元
の選手が出るからと、何となく
テレビを見ていた私。1区1位
（おっ！）4区逆転で 1位（お
おっ！）７区トップでタスキを
受け取り（もしかして？）そのま
まゴール！栃木県初優勝！大興
奮と感動の日曜日でした（O）
○長男「◆太」の名前は「太くた
くましく育ってほしい」と願い
を込め命名したはずなのだが！
ある日、宿題の名前欄を見てあ
然『◆犬』と書いてあった。「慌
ててしまい間違えた」と言うの
だが？微妙…。けして息子は『ワ
ン』とは吠えません！ （G）
○Kはインフルエンザで出勤で
きませんので代筆します｡恋人募
集中のKは…今､重い病と戦って
います｡「おかゆ」を食べさせる
のが得意な方､「あま～い言葉」
をかけるのが上手な方は、男女
は問いませんのでKに“癒しと安
らぎ”を提供ください！(K代理）

編集後記
当
確
の
報
せ
で
パ
ッ
と
活
気
づ
く　
　
　
　

　

関　
　

元
氣（
小　

塙
）

寒
く
な
り
出
番
高
ま
る
冬
野
菜

五
月
女
佳
子（
谷
浅
見
）

番
付
け
の
明
暗
分
け
る
大
勝
負

小
川　

昌
子（
向　

田
）

流
行
風
邪
マ
ス
ク
が
邪
魔
な
参
観
日

　
　
　
　

舩
山　

栄
一（
熊　

田
）

久
々
の
晴
着
に
足
袋
の
見
当
ら
ず

　
　
　
　
　

森
林　

冨
喜（
初　

音
）

牛
乳
搾
る
窓
一
ぱ
い
の
初
日
の
出　
　
　
　

　

小
室　

長
寿（
大
木
須
）

三
ヶ
日
二
合
半
徳
利
本
立

川
俣
登
志
子（　

旭　

）

う
や
む
や
の
話
に
終
り
年
の
暮

　
　
　
　
　

片
岡　

長
一（
金　

井
）

や
わ
ら
か
な
冬
日
射
す
庭
木
槌
も
て
乾
き
し

莢
の
小
豆
打
ち
お
り

水
上
キ
ヨ
子（
志　

鳥
）

鉢
植
え
の
花
も
て
あ
ま
す
こ
の
ご
ろ
は
花
屋

に
並
ぶ
花
を
た
の
し
む海

野　

ツ
ギ（　

旭　

）

ガ
ラ
ス
戸
を
透
く
縁
側
の
冬
の
陽
に
温
も
る

真
白
き
猫
を
抱
き
て

舩
山　

武
子（
熊　

田
）

冬
至
に
は
南
瓜
を
食
べ
て
柚
子
の
湯
に
ひ
た

り
し
き
た
り
に
癒
さ
れ
て
い
る

　
　

髙
徳　

美
井（
大　

金
）

南那須図書館 ☎0287-88-2748
烏山図書館 ☎0287-82-3062

毎
月
 
日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
統
計
係
あ
て
、郵

送
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
の
方
法
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

あ
て
先
は
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10

世帯数　10,031

人口 29,364（－22）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、新
着
一
覧
が
検
索
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.nasukarasuyam

a.lg.jp/10,0,48.htm
l

と
あ
る
所
の
と
あ
る
話

　

時
が
流
れ
る
の
は
早
い
も
の
で
す

ね
。新
し
い
年
も
気
が
つ
け
ば
２
月

で
す
。た
だ
毎
日
を
同
じ
よ
う
に
過

ご
す
よ
り
、よ
り
多
く
の
本
を
手
に

取
っ
て
読
ん
で
い
る
と
、そ
の
た
び

に
新
た
な
発
見
が
あ
る
も
の
で
す
。

　

時
節
柄
、卒
業
・
就
職
・
進
学
な
ど

次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
進
む
方
も
多
い
こ

と
で
し
ょ
う
。そ
ん
な
皆
さ
ん
に
は
、

豊
か
な
感
受
性
や
好
奇
心
、柔
軟
な

思
考
を
大
切
に
し
て
欲
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　

図
書
館
で
は
、「
若
い
人
に
贈
る
読

書
の
す
す
め
」と
い
う
本
を
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。は
じ
め
の
一
歩
を
踏

み
出
す
皆
さ
ん
の
手
助
け
と
な
っ
て

欲
し
い
１
冊
で
す
。

ふ
ゆ
ひ

さ
や

さ

き
づ
ち

す

え
ん
が
わ

ま
し
ろ

い
だ

ぬ
く

と
う
じ

か
ぼ
ち
ゃい

や

し
ら

ち 

ち  

し
ぼ

こ
な
か
ら

と
く
り
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Road To MyselfR
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